sunpot 


• このたびはサンポット石ミ由暖房機をお買いあげいただきまして、まことにありびとうございました。 
* お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ストーブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書と共に必ず保存してください。 


お客さまご自身による工事は筒埃です。据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合ち同じです。） 


• 商品には保証書を添付しております。 

保話書はよりよい製品作りやアフターヴービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数ですが所定事項のご記入をご確認のラえ、必ず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 


据 

付 

王 
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取扱編 


参イラスト（まんび）の横にあるマークは次のように表しています。 


I 特にま意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 


この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご巧解いただき、本文をお読みください。 


♦ここに示した事項は^^^警告、么注意に区分しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う 
可能性、または火災の巧自到まび想定される内容を/予しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


禁齡繞 


ク 

- 

7 


ク 

- 

7 


ク 

- 

7 


⑩ 

® 运 

® 〇么 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 ( WARNING ) 


ガソリン厳禁 

• ガソ IJ ンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使 
用しないでください。 

火災の原因になります。 


煙突外れを険 

煙突びがれたまま使用しないでください。 
かれていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



煙突閉そ<を険 

■煙ちびつまったり、ふさがれたままで使用 
しないで < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に 
漏れて、危険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 ピ 

•巧類などの乾燥には使用しないでください。 と^ 

巧類び落下して火びつき、义災の原因にな 

ill 

r 

r 

スプレー 宙厳禁 域 

■スフレー宙やカセットこんろ用ボンベなど ° t 

を、ストーブの上や前に（周囲に）放置し ( X 1 孰 \、 

ないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発して危険です。 こ®差 


ク 

1 

巧 

女 

A 注意 ( CAUTION ) 


カーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいちのを近づけないで 
<ださい。 

义災び発生するおそれびあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例に已 
ページ）を参照してください。 


0 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


給油時消义 

•火災のおそれびありますので、給油は、必 
ず消义し、义の気のないところで行ってく 
ださい。 



油漏れ確認 

•油タンク-ゴム製送油管-接続部およびス 
I -ー ブなどか5灯油漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火^のおそれびあります。 




異常時使用禁止 

•万一異常を感じたとさは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれびあります。 





•燃焼中や消义直後は、高温部（トップガー 
ドなど）、煙突に手などふれないでくださ 
し)。 

やけどのおそれびあります。特にお子さま 
をス I -ーブに近づけないで<ださい。 



指や異物を入れない 

• ストーブの内部やガード内などに指や異物 
を入れないでください。 

けびや火災のおそれびあります。 



腰をかけたり物をのせない 

•ス I ブの上にのったり、腰をかけたりし 
ないでください。 

ストーブの故障ややけどのおそれびあります。 
• ス I -ーブの上になびんや水を入れたちのな 
どを置かないで < ださい。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで < ださい。 

振動や接触によつてやかんの熱湯びこぼれ、 
やけどのおそれびあります。 


0 


分解修理の禁止 

故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 




改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
I -ーブや煙突には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火災やがガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


0 



換気扇使用禁止 

■ス I — ブを使用している時は室内の換気扇を 
使用しないでください。 

立消えして爆発燃焼するおそれびあります。 
また、換気□•給気□は常に確保し、物など 
でふさびないで < ださい。 


0 



特殊な場所での使用禁止 

ストーブは居室の暖房用としてつ< 5れたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、ク U - ニン 
グ店' 美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 



マントルピース内据付け禁止 

■マントルピース内には据付けないでくださ 
い。 

ス I -ーブび故障したり、火災の原因になり 
ます。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


再点义にま意 

•消火後すぐ再点火する場合は、ス I 'ーブびを 
えるまで （1 已分位）まってか5行ってくださ 
し)。 

すぐ再点义しますと爆発燃焼するおそれびあ 
ります。 


A 



電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をのせ 
たりしないでください。また、電源プラグを |X I 

巧くとさは、コードを持って引さおかないで 
<ださい。 

义災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは 
使用しないでください。） 

义災の原因になります。 

• めれた手での抜を差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

•長期間使用しないとをは、電源プラグを抜い 
てください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 


じ王々 C 、 

€ 



電源プラグのお手入れをする 

•ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及び 
金属物）を除去してください。 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）火災の原因になります。 



お願い （ NOTICE ) 


な油の廃棄 

•巧ミ由の廃棄処分は、巧ミ由をお買い求めになった販売店にご相談ください。 
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■ほ用ずる場所 

ス I -ーブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

場所の選定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （2 已ページ参照) 


■効果的に使用するために 

• 部屋の中央に据付けると、を気び暖め5れて対流しますので効果的です。 


巧の場所では使用しないでください。乂災や予想しない事故の原因になります。 


■水平でない場巧、不安定な場巧 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の行えない場所 

• 付近に燃えやずいちのびある場所 

• 階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

•マントルピース内 

* 温室、飼育室など人のいない場所 
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る部のなまス 



トップガード 
燃焼筒上ぶた 


ガードリンク 


燃巧筒- 

バーナ- 

のぞき窓- 

燃焼リング（ラえ) 
燃焼リング(した) 

架台- 

置台- 

点义トランス— 
リセットレバー 
油量調節器一 
調節脚- 


-煙ち接続 □ 

ー バツフルプレート 

->由量調節つまみ 

-ランプ 

点义タイマーつまみ 
一 送風磯フィルター 

-水平器 

-送風機 

-対震自動消义装置 
-セツトレバー 

——ゴム製送油管 

-電源プラグ 






■使用前の準備 


■燃料 


■点义前の準備と確認 


• 燃料は必ず巧ミ由 ( J 旧1号巧ミ由)を使用してくだ 
さい。 

•変質なミ由、ミちれたなミ由、水の混じっているな 
油などは絶対に使用しないでください。 

点义、消义しに<くなったり、燃焼び悪くな 
つてすすび出たり、製品の寿命を縮めます。 


1 巧震自動消义装置のセット 

•対震自動消火装置をセットしてくださし、 
この操作を忘れると、油び流れず点义し 
ません。 

セツトレパーをいっぱいに巧し下げる。 


■給油 

給油はス I ブを消火してか5行ってください。 

1油タンクの送油バルブを閉める 

2 油タンクの給油□ふたをがし、 

給油する 

•ミ由量計の表示び「満」の印 L ソ上には絶対 
に入れないでください。 



〇給油□ふたを確実に閉める 


4 こぼれた灯油はよ<ふさとる 



•油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとス I ブよりすすび 
発生し、故障の原因になります。 

•給ミ由するときは、ごみなどび入5ないよう 
注意してください。 

燃焼不良の原因になります。 




油漏れの確認 

• ゴム製送ミ由管ゃストーブの置台にミ由漏れ 
びないか確かめてください。 

万一、油漏れしている場合は送ミ由バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットま店•営業所へご連絡 
<ださい。 
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3 ストーブ周囲の確認 K 電源プラグの接続 

■ス I ブの周囲及び煙突の周囲に引火物 J •電源プラグは lOOV の専用コンセントに 

や可燃物びないか確認してください。 差し込んであるか確認してください。 ^ 

火災や予想しない事故び発生するおそれ ^ 

びあります。 備 


0 


4 煙突の接続の確認 

■煙突び正しく接続されているか確認して 
<ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 
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使用方法 


■点义 


油タンクの送油バルブを開く 



リセツトレノ'!をセツトする 

■ U セットレバーを '''カチン、、と音びするまでいっぱ 
いに巧し下げます。 


点义タイマーつまみを r 点义」位置まで回す 

■ランプび点：打します。 




油量調節つまみをお好みの位置に合せる 

• 巨〜8分後ミ由量調節つまみ位置のミ由量で燃焼します。 
• 点义タイマーつまみは自動的に「燃焼」の位置で止 
まります。 




初めて使用する場合、ミ由タンクより油量調節器内へミ由び流れてくるまで時間びかかりますので、 
2〜3分放置後点火操作を行ってください。 

点义タイマーつまみは r 点义」位置までいっぱいに回してください。 

点火の際には、のぞを窓より着火を確認してください。着义しない場合は、ミ由タンクの送ミ由バル 
ブの開放や IJ セツ トレバーの セツ トを確認してください。 

煙突の設置条件び悪いと、春先やが□の気温び高い時期に点火時においびすることびあります。 
煙突び正しく設置されているか点検してください。 



>ポット内にミ由をためてしまったとをは、絶対点火しないで、ぼろ巧などでミ由を吸いとってか5点 
义してください。 

>ポット内にミ由をためたまま点义したとをは、あわてずにミ由量調節つまみを「消火」にし、自然に 
义力びルさくなるのをまってください。このとさ、点火タイマーつまみは必ず「燃焼」の位置に 
して < ださい。 
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■义力調節 

1 油量調節つまみをお好みの位置に合せる 

•点义タイマーつまみび「燃焼」位置で止まってか5 
行ってください。 



• 「大」か5「ル」にする場合、いったん「中」にして炎び下びってか5「ル」にしてくださし、 
•燃焼中に炎びかたよったり、また上下変動することびありますび、異常ではありません。 



•油量調節つまみを「ル」か5「消火」の間に合せての使用は絶対にしないでください。 
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使用方法つづき 


■消义 

<油量調節つまみを r 消义」位置にらどす 



2 リセットレバーを上げる 

■ U セットレパーを '''カチン，と音びするまで上げます。 



〇油タンクの送油バルブを閉じる 



4 点义タイマーつまみを「切」位置にらどす 

■义び消えたのを確認してか5、点火タイマーつまみを 
「切」位置にもどします。 

•ランプび消巧し、送風機フアンび停止します。 




•長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源プラグは送風機ファンび停止してか5抜いてください。 

•電源プラグをコンセントか5抜いて運おを停止しないでください。 

ス I -ーブび過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとをは必ず消义してください。 


■消义後の再点乂 

•消义後すぐ再点义する場合は、ストーブび;ちえるまで （1 已分位）まってか5行ってください。 
すぐ再点义しますと爆発燃焼するおそれびあります。 
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■使用上の注意 


局温部|(■•ま意 

• ストーブの上面-ガードや煙突などは高温です。 

やけどに注意してください。 

•特にお子さまをス I ブに近づけないでください。 
保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 



換気扇使用禁止 

• ストーブを使用している時は室内の換気扇を使用しないでくださ 
い。 

立消えして爆発燃焼するおそれびあります。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさびないでくだ 
さい。 



煙突閱そ<を険 

• 煙突びつまったり、ふさびれたままで使用しないで < ださい。 
閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 



再点义に注意 

•消义後すぐ再点火する場合は、ストーブびをえるまで （1 己分位) 
まってか5行ってください。 

すぐ再点火しますと爆発燃焼するおそれびあります。 


A 



雷時のま意 

•雷び接近したとさは、電源プラグをコンセントか5抜いてくださ 
し、激しい雷の影響でストーブび故障するおそれびあります。 


• シーズンオフのように長期間使用しないとをは電源プラグを抜いてください。 


• トップガードは地震などにより、ス I ブに可燃物び落下したとさに火災になるのを防止する 
ために取り付けたをのです。やむをえず取りかした場合には必ず元の状態に取り付けてくださ 
し)。 


• ストーブや煙突には床暖房用の熱交換器などを取り付けないでください。 

ストーブや煙突に熱交換器などを取り付けると排ガス中の水分び結露しやすくなり、結露水び 
凍結して煙突をふさざ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 また 、スト 
-ブの寿命を短くする原因にちなります。 


•ストーブ周囲は、ふく射熱び強いので熱に弱いをのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 
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■ まを装置 

•異常が生じたとき、自動的に作動する装置です。 

• 安全装置び作動した場合、下記の処置をしてください。 


ま全装置のなまえ 

•作動の原因 

作動した時の現象 

処置の方法 

巧 震 自動消义装置 

• 地震（震度已程度 ULh ) のとを 
• 強い振動や衝撃を受けたとを 

自動的に消火し 
ます。 

消火操作を行いス I 'ーブの周囲や煙突 
の外れやゆるみ、ミ由漏れなどの異常び 
ないことを確認し、ス I ブび;ちえる 
まで （1 已分位）まってか5、対震自動 
消义装置のセットレバーを巧し下げ、再 
点义操作してください。 

停電ま全装置 
•停電したとを 
•電源プラグび抜けたとを 

自然通気で燃焼 
します。 

再通電されると通常燃焼となります。 
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ストーブ外観 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントぶ〇 
抜いてか5行ってく 
ださい。 


•ストーブや置台などのほこりやミちれは、乾いたやわ5かい巧など 
でをれいにふをとります。 

■シンナ ー• アルコール-ベンジンなどは使用しないでください。 


油漏れ•油のたまり- 
油のにじみ 

•ゴム製送ミ由管や置台にミ由漏れ、ミ由のたまり、ミ由のにじみびないか 
点検します。 

周囲の可燃物•引义物 

ストーブの上や周囲•煙突の周囲に可燃物、引义物びないか点検し 
ます。 

排ガスの漏れ 

•排ガスのにおいや、目びチカチカしないか点検します。排ガスび 
漏れていますと、危険です。 


使 

用 

ご 

と 


煙突 


煙突内や煙突トツプび雪や氷でふさびれていないか点検します。 
>煙突び落雪などで倒れていないか点検します。 


週 

に 

1 


送風機フィルター 


‘ス I ブ背面の送風機フィルター 
に付いたほこりを掃除機などで取 
り除をます。 



.を風機 
フイルター 


• 煙突の接続箇所び外れていないか、またまえ金具やまえ線で固定 
されているか点検します。 

• 煙突び鳥の巣や紙などでふさびれていないか点検します。 

• 煙突び腐食などで巧びあいたりしていないか点検します。 


■日ちの点が手入れ 

■点検-手入れのときのミ主意 

•おずストーブの運転を停止し、ストーブびをえた状態で行ってください。 

■点 検•手入れの必要項目、時期、方法 


月に1回上 



回 Z ? 上 


突 

0 


シ—スンはじめ 


点検•その他 
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g 日常の点巧•手入れ つづさ 


時期点検•手入れ項目 方 法 


ノナ -1 燃焼リング •パ'-ナ内にミ由をためてしまったとをや、パ'-ナにすすび付いて炎 
ノく', v -7 J レプレート びふぞろいになったとき、パ'-ナの底にすすやカスびたまって着 

义びおそくなつたとをは、次のようにして取り除いてください。 


を全のため、電源プラ 
グをコンセントぶ〇 
巧いてか5行ってく 
ださい。 


1 燃焼筒上ぶたを外ず 
2 パ’ーナ内の燃焼リングを取り 


出ず 


•すすび付いている場合は、取 
り除をます。 



3 パーナ内部のすすをドライバ 
一などでかき落とし、掃除機 
などで吸い取る 
•すすを取り除くとさ、点火ヒ 
一夕の発熱線や吸上げなをい 
ためないよラにして < ださい。 



時 


^点义 ヒータの 吸上げおが バー 
ナの底に付いていることを確 
認ずる 

5 燃焼リング（うえ）•（した）を 

図のように取り付ける 


バッフルプレートが焼損、変 
おしていないか点検します 
■パ'ッフルプレートの取り付 
けは34ページを参照してく 
ださい。 


• 燃焼 U ング（うえ） •（ した）はまちびわないよう正しく取り付けてください。 

逆に取り付けたりしますと、異常燃焼の原因になります。 

• 燃焼 U ング•バッフルプレートび変形や焼損していますと、燃焼び悪くなります。 
そのような場合は、新しいちのと交換してください。 

交換部品はお買い求めの販売店に依頼してください。 
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点検-手入れ項目 
コム製送油管 


>ゴム製送ミ由管にひび割れび生じていなし佩点検します。 

>ゴム製送ミ由管は経年変化しますので3年に1度新しい物に交換し 
て < ださい。 

>交換はお買い求めの販売店に依頼、又は最寄りのサンポット支 
店-営業所にご相談ください。 


送風機フアン 


• 送風機フアンに付いたほこりを次のように取り除いてください。 

1 送風機フィルターを固定して 
いるねじ （1 本）をゆるめ、取 


を風機フィルタ- 


送風機フアンに付いたほこり 
をブラシなどで落とし、掃除 
機で吸い取る I 


を風機フアン 



I 送風機フアンに付いたほこりを取り除くとを、フアンを変形 
させないで<ださい。異常音や異常燃焼の原因になります。 


電源プラグ 


•電源プラグにほこりび付着していないか点検します。 


油タンク 


ミ由タンク内に水やごみびたまっていない 
か点検します。 し^ < 

油タンク内の水おさ、ストレーナ（ろ網）。ぶ 
の掃除は、ミ由タンク附属の取扱説明書にし 瓜 

たびって行ってください。 1油ブック 



1シ—ズンに 2 


3 回 


給油のとさ 
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■ 定期点巧 

サンポツト半密閉式石ミ由ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品 
びありますので、修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-34 日日- 2928) で行ラ技術管 
理講習会修了者(石ミ由機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 


2シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検び必要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 



定期点検は専門の技術者び、設置状態、煙突まわりの点検•安全装置及び運転動作の点検•確認、使 
用時間により消耗劣化しやすい部品の点検等を行います。 

ち全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するをのですか5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま一お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理等び必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相談 
申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置が態、煙ちまわりの点 
検.確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送ミ由経路部のミ由漏れ（ゴム製送;'由管含む） 
•煙ち接続とつまり 

安を装置及び運転動作の点 
検.確認 

•安全装置の働を •運輯動作の点検 

■操作部品や動く部品の働を 

環境-使用時間により努化 
しやずい部品の点検-交換 

•点义ヒータなどの点検 

•バーナ-燃焼リング•パ'ツフルプレートなどの点検 
■送風機の点検 ■各種パツキンの点検 

■のぞを窓の点検 

製品の清掃-整備 

•本体内 •送風機フアン •油タンクの水抜き 
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I 脚垣•異常の見分け方と処置方法 


異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

し炎 
てび 
燃立 
え上 
るび 

0 

里 

煙 

を 

出 

に 

お 

い 

び 

ず 

る 

使 

用 

中 

に 

消 

乂 

ず 

る 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

電源プラグがコンセ 
ントか日巧けている 

• 

• 




電源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

10 

油タンクにな油びない 


• 



• 

給ミ由する 

9 

油タンクの送油バル 
ブび閉じている 


• 



• 

送油バルブを開く 

11 

油量調節器のま全装 
置が作動している 


• 



• 

リセットレバーをセ 
ットする 

11 

煙突ががれていた 
り、ふさがつている 



• 

• 


接続しなおす 
掃除する 

16 

送風機フイ ルター やフアン 
にほこりび付着している 



• 



掃除する 

16 

18 

燃晓リングの取り付け 
な韻つている 



• 



取り付けなおす 

17 

燃焼リングび焼損- 
変形している 



• 



交換する 

17 

地震や強い衝撃があ 
つた 





• 

対震自動消火装置のセ 
ットレバーを下げる 

15 


m 上の方法で点検し、処置してちなお 5 ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をでさるだけ詳しくご連絡ください。 


点検•その他 
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■部品交換のしかた 


■経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

■異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

■修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器保ず協会で行う技術管理講習会修了者(石ミ由機器技術管理±)など〕 
び修理いたします。 


■消耗、劣化しやずい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換び 
必要な部品 

点义ヒータ-燃焼 IJ ング-バッフルプレート 

環境により努化しやず 
い部品 

送風機.ゴム製送油管 

不良な油を使用されて 
努化しやずい部品 

油量調節器-電磁弁 
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f 呆管(長期巧使用しない場合） 

• 長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか5巧く 

• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 



2 ストーブ外装、送風機フイルター、送風機フアンの掃除をする 

(1 巨.18ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バルブを閉じる 


4 ストーブは据付けたまま保管する 

•どうしても取りかして保管するとさは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
■次シーズンに据付けるとをには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 



■仕様 


型 

式 

の 

呼 

び 

KSH -5 BS - K 4 

KSH -2 BS - K 3 

種 




類 

ポット式、強制通気形、自然対流形 

点 

义 

ち 

式 

電気点义 

使 

用 

伊 

料 

なミ由 ( J に1号なミ由） 

燃料消費量 

最 

大 

1巨.已 kW (1 .巨 L / h ) 

24.7 kW に. 4 L / h ) 

最 

ル 

4.94 kW (0.48 L / h ) 

巨. 17 kW (0.6 L / h ) 

発 

熱 

量 

最 

大 

已9,260 kJ/h 

88,900 kJ/h 

最 

ル 

17,780 kJ/h 

22.220 kJ/h 

熱 

効 

率 

最 

高 

巨巨.8%(最大燃焼時） 

6 巨.0%(最大燃焼時） 

最 

ほ 

已7.9%(最ル燃焼時） 

已7.8%(最ル燃焼時） 

暖 

房出 

力 

最 

大 

11 .OkW 

1目. 3 kW 

最 

ル 

2.8 目 kW 

3.己 7 kW 

が 

お 

寸 

法 

高さ 7 己 7mm 幅閒日 mm 奥行 44 日 mm 曜台转む） 

《1 高さ 9 已 3mm 幅 69 日 mm 奥行已 14mm (置台を含む） 

質 量 

24 kg 

34 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定 

巧消 

i 費電 

力 

点义時100/98.己 W 

燃焼時18/1巨.已 W 

待 

機時 

消 

費電 

力 

0 W 

煙 

突の 

1時 

;び 

径 

106 (3 寸已分） 

標準ドラフト値(最大燃焼時） 

-8'8 Pa (-0.9 mm H 旦 0) 

-14.7 Pa (-1.5 mm H 2 0) 

排 

気 

旧 

皿 

度 

630で（最大燃焼時） 

640で（最大燃焼時） 

を 

全 

装 

置 

巧震自動消义装置、停電を全装置 

附 

属 

檢2 KSH-2BS-K3 のみ〕 

品 

置台(1)、ゴム製送ミ由管り）、ワイヤーバンドに)、トップガード (1) 
4 X 10タッピンねじ（1)、 《2 遮熱板り）、取扱説明書(1)、な証書 (1) 


《1外形寸法にトップガードの高さは含みません。 

トップガードの高さは KSH- 已巨 S-K4 が':已4111111、 KSH-2BS-K3 が i 70111111です。 
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アフターサービス 


B 保証について 

•保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
てください。 

•保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼ずるときについて 

「故障.異常の見分けちと処置ち法」に従って点検してください。処置してもなお5ないとき 
は、使用を中止し、おず電源プラグを巧いてか5、お買い巧めの販売店又は最畜りのサン 
ポットち店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しまし口ま、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店び修理いたします。 


•保証期間び過ざているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用でをる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 

• 半密閉式石ミ由ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
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点検•その他 




付け•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据付けや移設工事は販売店又は据付業ちに依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 

据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準びあります。 
工事編の r ま全のために必ずお守り < ださい」をお読みになり販売店又は据付業者とよ < ご相 
談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 




• 上図では可燃物までの離隔距離を示していますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 
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■据付け後の確認 

据付けび終わりました5、ちう一度、工事編の「ま全のために必ずお守りください」をお読 
みになり、工事編に記載されているとおり据付けられているかどうかを確認してください。 


点検箇所 

点検 項目 

ス1ブ 

• ストーブ周りは必要な空間びありますか。 

• 巧面の不安定な場所に据付けてありませんか。 

•ストーブの上に不安定な物をのせた棚などびありませんか。 

• 密閉された部屋では、空気取入□を設けてありますか。 

• 電源コードは煙突などの高温部に触れていませんか。 

• 電源コンセントは適切な位置にありますか。 

油タンク 

•ミ由タンクや送ミ由管-ゴム製患由管か5ミ由漏れはありませんか。 

•ミ由タンクとス1ブとの間は、防义上有効な壁などびある場合を除を、 2 m じ(上離 
れていますか。 

• ゴム製送ミ由管を屋外で使用していませんか。（屋外銅配管） 

煙 突 

•煙突は呼び径1□巨 （3 寸已分）のをのを使用していますか。 

• 煙突の周囲や買通部は、基準寸法び守5れていますか。 

•煙突に力ーテンなど、燃えやすいちのび接触することはないですか。 

•煙突のがれ、ゆるみはありませんか。 

•煙突は壁や天井にまえ金具などで固定されていますか。 

• 屋外の煙突は、風や振動で倒れないようまえ金具などで固定してありますか。 

• 排ガスは屋外へ排気されていますか。 


点検•その他 
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■謝け•ち設っづき 

■試運転 

試運転は、販売店又は据付業さとご一緒に必ず行ってください。 


運転準備 


運乾 


1 油タンクに給油する 

(日ぺージ参照） 



〇電源プラグをコンセントに差し込む 


3 巧震自動消义装置のセツトレバーをい 
つぱいに巧し下げる 



確認 

• ミ由タンクや送ミ由管•ゴム製送ミ由管か5ミ由漏れびな 
いか。 

• 置台の上などにミ由びこぼれていないか。 

• ゴム製送ミ由管内に空気びたまっていることびあ 
りますので、ゴム製送ミ由管を振って空気を抜い 
てください。 


1 リセツトレノ'!をセツトする 

• IJ セツトレバーを '''カチン，と音びする 
までいっぱいに巧し下げまず。 

2 点义タイマーつまみを「点义」位置ま 
で回す 

■ランプび点なします。 

3 油量調節つまみをお好みの位置に合せ 
る 

• 日〜8分後ミ由量調節つまみ位置のミ由量で 
燃焼します。 

[Wi] 

1油量調節つまみを r 消义」位置にらど 

2 リセ ツ トレバーを上げる 

• IJ セツトレパーを '''カチン，と音びする 
まで上げます。 

3 点义タイマーつまみを「切」位置にら 
どす 

■义び消えたのを確認してか5、点义タイ 
マーつまみを「切」位置にをどします。 
■ランプび消巧し、送風機フアンび停止し 
ます。 



•ス1-ーブより煙やにおいび出ることびあり 
ますび、燃焼筒の塗装やパツキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしなび5試運転してください。 
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I 設置工事の前に、この工事編をよくお読みの 
ラえ、正しく据付けてください。 





まをのために化ずお守りください 


この工事編には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び表示 
されています。 

表示内容をよくご S 解いただき、本文をお読みください。 

♦ここに示した事項は么警告、么注意に区分しています。 


Al 

1 告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作 
業後の不具合によって使用者び死じ、重傷を負う可能性、または 
义災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作 
業後の不具合によって使用者び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


>イラスト（まんび）の横にあるマークは次のように表しています。 
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安全のために必ずお守りください 


A 警告 


据付けや移割ホ、販売店または据付業者が行ってください。 

• お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電 
や义災の原因になります。 



据付けは义災予防条例、電気設備に関する巧術基準など 
法をの基準を守って行ってください。 



屋内排気禁止 

屋内に排気ずると、排ガスび室内に充満して危険 
です。 

必ず屋州こ排気してください。 


煙突を確実に接続 

•煙突を確実に接続し、しっかりと固定してくださ 
い。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運転中に排 
ガスび室内に漏れて危険です。 



A 注意 


次の場所には据付けない 


义災や予想しない事故の原因になります。 


0 


■水平でない場所、不安定な場所 
■不安定な物をのせた棚などの下 
■可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

■燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のなし)場所または換気の行えなし)場所 

■付近に燃えやすいちのびある場所 

■階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

■マントルピース内 

■温室、飼育室など人のいない場所 
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■ストーブに附属された置台の上に据付けること。 
■煙突の標準取り付け例 • 师亞爪 


ドラフ h 
レギュレータ 



- 1 

~i 2 

f- - 

1 

固定金具 

* A 


i - T - n ' 15肌しソ上 

■まえまたは 
吊0金具 
'めがね石 


.巧お巧から 
45 cm しソ上 


煙突の先端か 5 水平距離 1 mL ソ内に建物の軒 
びある場合は、その軒か 5 巨 OcmULh 高くす 
ること。煙突の先端 ImL ソ内に建物の開□部 
(執びないこと。 

煙突び可燃性の壁などを 買 通する部分は必ず 
めびね石を使用してください。 

A 寸法は 4 已 cm じ(上と示していますび、スト 
-ブと可燃物との離隔距離でを規制されます。 

I 日 mti (上 めかね石 ^ 卜 h 巧 十 rz ， し ■'> 

^ 地区|<_より異なることか 

あるので火災予防条例を 
、く^ 参照する。 


. J ~ L _ 1^^一一買通ずる壁よ。厚いこと 

一" — ま*4已 cmL ソ上の寸法は、煙突び本体か5 

1.8 m を超える場合、1已 cm じ(上とする。 
煙突は、固定金具で1.己〜吕 m 間隔に固定す 
ること。 

• ル匡裏、天井裏などにある部分は金属 L ソ外の不燃材料で防义上有効な被覆を行ってください。 

• 可燃性の壁、天井、ル匡裏、天井裏などを買通する部分及びその付近では煙突の接続はしないで 
<ださい。 

• 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離原距離としてください。 

■煙突の固定 

• 煙突は、風や振動などで倒れないようまえ金具やまえ線などで固定してください。 

•煙突は、1.己〜 2 m おきに固定金具で固定し、自重をまえる部分はまえ又は吊り金具で堅固に 
ま持してください。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 


油タンクとの距離を離す 

■ミ由タンクはストーブより 2 m じ(上離して据付け 
るか、防火上有効な遮へいを設けてください。 
据置式の油タンクは、不燃材の床上に据付け 
ること。 



ゴム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送ミ由管は屋外で使用しないでください。 
ひび割れを生じてミ由漏れの原因になります。 



油漏れ確認 

•ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接続部およびスト 
ー ブなどから 巧ミ由漏れびないことを確認の上 
ご使用ください。 

巧油び漏れていると义災のおそれびあります。 


煙突の点検 

据付けび終わりました5、ちう一度点検して 
<ださい。 

次のよラな取り付けは、危険であったり、異 
常燃焼をおこすおそれびありますので、必ず 
修正してください。 

■下り勾配、下向き曲がり禁止 

〇け 

■トップと建物（隣家を含む）の開□部 
(窓など）は1 mLU 上離れていること 

〇 
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開こん 


工場出荷時燃:!:竞試験を行っていますので、燃焼リン 
グなどが一部変色していますび異常ではありません。 


•本体のほかに次のものび用意されています。捆包材といつしょに捨てることのないよう点検し、 
ご使用ください。 


部品 名 

個数 

使用ち 法 

置 台 

1 

ス 1 ブの下に敷をます。 

ゴム製を油管 

1 

油タンクか5ス1プへ油を送るために使用します。 

ワイヤーバンド 

2 

ゴム製送ミ由管の接続部の固定に使用します。 

トップガード 

1 

ガード U ングに取り付けます。 

4X10 タツピンねじ 

1 

煙突とス1-ーブを固定するのに使用します。 

遮 熱 お 

1 

ガードに取り付けます。 

取巧説明書 

1 


な 証 書 

1 



※遮熱板は KSH -2 BS - K 3 のみ附属しています。 


据付王事 
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周囲 

100 cm 社 


V7777, 





可燃物 
1目 OcmL ソ上 


据付け 


■据付け場所の選定 ■ス I ブの据付けは、火災予防条例にしたびってください。 


図に示す寸法 L ソ上離して、次のような点に 
ごを意ください。 

• 燃えやすいをのや障害物のない場所。 

• tK 平で安定のよい、しつかりした場所。 
■電源は家庭用 lOOV の電源コンセントをご使 
用ください。（電源コードの有効長さは約吕 m 
です。） 


こ注意 



•マントルピース内に据付けたり、ペチカ 
に煙突を接続したりしないで<ださい。 

ス I -ーブび故障したり、火災の原因にな 
ります。 


■ 


可燃物 
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悟 B 品の取り付けが態の確認 


• 部品は正しく取り付け5れていないと異常燃焼しま 
す。正しく取り付け5れているか確認してください。 

I 燃焼筒上ぶたをがし、図のように燃焼リング（う 
え）-(した）が正しく置かれているか確認しま 
ず 

I バッフルプレートが煙ち接続□側で燃焼筒内のみ 
ぞにはめ込まれ、下にあたっているか確認します 



■置台の取り付けと水平調節 

•置台の取り付けとス I -ーブの水平調節は次のよ 
うに行ってください。 

1 ス I ブを置台に柔せる 

2 ス I ブ背面の水平器のふりこがホ丸マークの範 
囲内になるよラ、ス I ブ4箇所の調節脚を回し 
て調節ずる 



水平器 


調節脚 



■ス I ブは必ず水平に設置してください。水平になっていませんと、異常燃焼の原因になります。 


据付工事 
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I 据付けつづき 


■トップガードの取り付け 


• トップガードの取り付けは、次のように行ってください。 

1 トップガードの脚2本をガードリングに引っか 
け、もう一方の脚を外側に広げなが日引っかける 


ップガード 



■油タンクの組立てと据付け 

• ミ由タンクの組立ては、ミ由タンクに附属している取扱説明書にしたびって正しく組立ててください。 



•ミ由タンクは、たたみ、力一ぺットなどの上に据付けないでください。 

•油タンクは、3己でじ(上の室内、直射日光のあたるところ、义の気のあるところ、雨水やほこりび 
入りやすいところに据付けないでください。 

•油タンクは、ストーブとの間に防火上有効な壁などがない場合は、 2 m じ(上離してください。 

•ミ由タンクミ由面は、ス I ブ本体設置床面より SOcm じ(上吕 m じ(内の高さで設置してください。 

•油タンクの設置、取り扱いについては、各地区の火災予防条例にしたびってください。 
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■ゴム製送油管の取り付け 



• ゴム製送ミ由管の先端や途中を極端に曲げて配管しないでください。最ルの曲げ半径は100 mm 程 
度じ(上としてください。 

ゴム製送油管にひび割れを生じて、ミ由漏れの原因になります。 

■匡か部分及び埋設部分は、防鐘処理された鋼管又は銅管(か径 8 mm 、 肉厚 0.8 mm ) をご使用くだ 
さい。 

■取り付け上、をのをまたぐときはゴム製送ミ由管内に空気びたま5ないように、ゴム製送ミ由管を振 
つて空気を抜いてください。 

• 接続部分に油漏れびないか確認してください。 

•ゴム製送ミ由管接続のとを、ス I ブ側接続金具よりミ由び出ることびあります。下に巧などを置い 
てか5黒キャップをかしてください。 


据付王事 
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■煙突の軌寸け 


■据付け場所の選定 

煙突は扫访スを屋州こ排出するとともに、燃焼に必要な空気を燃焼部へ供給する重要な役割を 
ちっています。誤った取り付けは、異常燃焼や火災の原因になりますので、次のことを守って 
ください。烟突の取り付けは各地の火災予防条例にしたがってください。） 

• 煙突径は呼び径10巨 (3 寸已分)を使用してください。 

•さびやすい素材の煙突は、腐食やさびにより煙突びふさがれたりしますので、使用しないでください。 
•新しく煙突を設置する場合は、 クラスウー) レ断熱煙突を推奨します。 

•横引を、立上がりの標準寸法は横引を約 1.8 m 、 立上がり約 3.6 m です。 

横弓 I さび標準より長くなる場合は、その長さの1/2の立上がりを追加してください。 

•横引きは、上り勾配になるようにし、途中で下向きにしないでください。 ^ _ 

•煙突の先端は逆風や雨水び入5ないよラに、図の 
ようなトップを付けてください。トップは付近の 
最を高いをのより巨 Ocm じ(上高い位置に設置して 
ください。 

•屋外立上がり部の接続は T 曲びりを使用し、水抜 
き巧 (6 mm の巧)をあけてください。 

■風の強い地方及び建物の関係か5煙突を極端に高 
くする場合[最大燃焼時のドラフトび 一30 Pa 卜 
S . OmmHsO ) より強い場合〕には、燃焼を安定さ 
せるためと、熱効率の低下を防止するために、図 
のよラなダンパー付ドラフトレギュレータ(別売 
部品)を使用してください。 

取付位置はストーブ本体か5約己 OcnU ソ上離れた 
室内のを直部分に取り付けてください。 

■集合煙突を利用する場合には、図のような差し込み 
かたをし、煙突びかれないよラ固定してください。 

• か付けの集合煙突や屋外での横引を煙突の場合、 

煙導部び;ちやされ、結露しやすくなり、凍結して 
煙突を塞ぐ原因になります。必ず修正してくださ 
し)。（特に北側や曰陰部の煙突） 

• 煙突の横弓 I を延長び長いと、排ガス中の水分び結露して室内をミちしたり、屋外で凍結して煙突を塞い 
だり、集合煙突か5室内へ漏水することびあります。 

煙突の横引きび 2 m を越える場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 



煙突トップ 


1 


¥ 


水抜き 
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■ス I ブと煙突の固定 

煙突をス I ブに確実に接続するために、附属の 4 X 10 
のねじで、ス I ブの煙突接続□に固定してください。 

•ねじで固定でさないとさは煙突を針金などでス I ブに固定 
し、煙突び夕1れないよラにしてください。 


試運理 


試運転は使用者とご一緒に必ず行ってください。 

■運乾準備 • 運乾’消义の手順は取扱編の27ページをご参照ください。 


I 屏棄ずるときのま意 


ストーブを廃棄するときは、必ずな油を巧いてください。 
リサイクルのち障となります。 



据付工事 
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困サシポ! jh が式含れ 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前日時から午後已時まで〕 
巧 0198-37-1 177 FAX .0198-37- 1192 


札幌支店 

〒日6日-日日42 

札幌市東区本町2菜1日 T 目1ま2日号 

0011 -785-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

〒日目日-日日巳] 

訓路市光陽巧8番1号 

00154 -22-5821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業所 

〒日船日801 

帯広市東1条南 25 T 目12番地 

00155 -22- 1335 

FAX .0155-28-2266 

祖川営業所 

〒日 78-8237 

祖 JII 市豊岡7条 6 T 目日番1□号 

00166 -34-8636 

FAX .0166-39-2 157 

函館営業所 

〒日41-日8巳] 

函館市本通 4 T 目17蚕2已号 

00138 -53-2583 

FAX .0138-33-2 180 

仙台営業所 

〒日83-日日34 

仙台市宮城野区覇町 4 T 目2蚕40号 

0022 -236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

干％ 3-8 日41 

郡山市冨田巧字音路1番地1曰9 

0024 -962-9288 

FAX .024-962-9266 

青森営業所 

〒日30-日131 

青森市問屋町 2 T 目18蚕18号 

0017 -738-41 41 

FAX .017-738-5354 

が田営業所 

〒日 10- 日日14 

秋田市保戸野千代田町1日ま17号 

0018 -824-3421 

FAX .018-824-3423 

岩手営業所 

〒日2日-日301 

巧巻市化湯□第2地割1番地2巨 

00198 -37- 1138 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干3の-日日01 

新座市鼠に T 目24蚕3号 

0048-471-8420 

FAX 側- 470- 1141 

信越営業所 

干 381- 日日 3] 

長野市大字西尾張部1114番地已 

0026 -252-61 61 

FAX .026-252-6162 

化関東営業所 

干321-日日42 

宇都宮市峰 2 T 目日ま9号 

0028 -635-7755 

FAX .028-651-2255 

大阪営業所 

〒己64-日日巳3 

吹田市江の木町18ま27号 

006-6337-3211 

FAX .0 日-目 337-321 2 

富山営業所干日 39-821 2富山市掛尾町47日き地4 

サンポットエンジニアリング株式会社 

0076420 -2677 

FAX .076-420-2238 

サービス部 

〒日日日-日日42 

札幌市東区本町2条1日 T 目1番2日号 

0011 -785- 1201 

FAX .011-780-2338 

仙台サ-ビスセンタ- 

〒日83-日日34 

仙台市宮城野区覇町 4 T 目2番40号 

0022 -232- 1479 

FAX .022-238-9843 


ヴンポツトホームぺージ http :// www . sunpotcoJp / 


事業所名*住所*電話番号は変更することがあります。あらかじめ了承願います。 



4 V 进た了 S 苗爾测肅理巧 S 盘嚇 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400033巳00 
9331 





